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研究分野：複合新領域 
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１． 研究計画の概要 

(1)全地球規模の雲雨の観測を行う 
FALCON-I を(独)海洋研究開発機構(JAM 

STEC) の海洋地球研究船「みらい」に搭載
し、太平洋の中北部、北極海、インド洋な
どの広い海域で、雲観測を実施する。 

(2) 上記 (1) で得たデータに基づき、地球規
模での雲の構造などを解明する 
地球上の広い海域で観測した雲のデータ

を解析し、衛星からのデータなどと総合す
ることで、さまざまな海域・種類の雲につ
いて、多角的で詳細な解明を行う。特に、
海洋ごとの雲と雨の存在率、垂直構造、な
どの量を、１つの装置で均質なデータに基
づいて導出することは、地球温暖化のエネ
ルギー収支の問題解明に向けた、グローバ
ルな気候モデルシミュレーションなどに有
用となる。 

(3) 走査型ミリ波レーダ FALCON-III を開
発する 
既存の FALCON-I の性能評価を行い、それ

を基礎に、さらなる高度化開発を行う。ま
たその成果を生かして、走査型のミリ波雲
レーダである FALCON-III を開発する。 

 

２． 研究の進捗状況 

「1.研究計画の概要」の(1) については、
2008(H20)年度および 2010(H22)年度に、
FALCON-I を「みらい」に搭載し、それぞ
れ 3-5 ヶ月の航海観測を実施した。本研究
課題の最終年である 2011(H23)年も、「み
らい」搭載クルーズを実施する予定で、準
備を進めている。 

(2)では、(1)で得たデータの解析を進めて
おり、現在までに、北極海と南西太平洋海

域での雲の分布比較を行い、両者の雲頂高
度がそれぞれ 8km および 11km と、大き
く異なることなどを明らかにした。 

(3)では、装置のさらなる高度化を目指して、
FALCON-I のドップラ測定速度範囲の拡
大を実施し、最初は ±0.8 m/s の範囲であ
ったものを、±3.2 m/s , ±9.5 m/s と拡げ
る事に成功した。これにより、雲内部の激
しい上下流の観測が可能になったのみなら
ず、降雨についても正確な速度を捉える事
が出来るようになった。また、走査型のレ
ーダである FALCON-III の試作を行い、
その性能テストを進めている。 

 

３．現在までの達成度 

  ② おおむね順調に進展している 

 研究計画(1)については、本計画の最初の
3 年間で 2 回×数カ月の「みらい」クルー
ズ観測を実施することができ、また、
2011(H23)年度もクルーズ観測を予定して
いて、これまでの観測ではすべて順調に良
質のデータが取得できており、当初計画よ
り進んでいると言える。(2)の解析について
も、その結果を順次学会等で報告しており、
順調に進展している。(3)では、FALCON の
高度化の一環として、ドップラ速度観測範
囲の飛躍的な拡大が成功し、特許出願に至
っており、この点は当初の計画以上に進展
し て い る と 言 え る 。 走 査 型 レ ー ダ 

FALCON-III の開発では、当初予定より数
か月の遅れがあるが、架台部分の試作をほ
ぼ終え、性能評価を行っている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
  (1)では、2011(H23)年度の「みらい」ク
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ルーズ観測を実施し、これまでの観測では
少なかった、冬季の太平洋での雲発生・発
達の様子と内部運動などのデータを取得す
る。(2)では、この 4 年間の(1)で得られたデ
ータの整理・解析を行うと共に、衛星観測
による雲分布データとの比較を進め、これ
らを総合することで全地球規模の雲分布・
構造の解明を行う。(3)では、FALCON-I の
ドップラ測定性能などをさらに向上させる
と共に、走査型レーダである FALCON-III 

の開発を進める。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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